
２０１０年１２月６日 

 

新日本製鐵株式会社  

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 

 

ナイジェリアにおける冷延鋼板製造・販売会社への出資について 

 

新日本製鐵株式会社(社長:宗岡正二、以下「新日鉄」)、及び伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社(社長: 牛

野健一郎、以下「伊藤忠丸紅鉄鋼」)は、両社と長年の取引関係を有する SAFAL グループが経営する

ナイジェリアの冷延鋼板製造・販売会社 Midland Rolling Mills Limited（社長:M.P.Singh、以下「MRM

社」)に対し、各社３００万ドルの出資を行うことについて同社との合意に至りました。 

MRM社は、ナイジェリア初の冷延ミルであり、既に冷延設備の設置・試運転を完了し２０１１年１

月から本格稼働させる予定です。新日鉄及び伊藤忠丸紅鉄鋼は、出資及び原板となる熱延鋼板の安定

供給について MRM社より要請を受け検討した結果、MRM社による第三者割当増資の引き受けにより資

本参加することと致しました。本出資によって両社は、MRM 社への原板供給を通じ、拡大が見込ま

れるナイジェリア及び近隣地域における鋼材需要を捕捉することが可能になると考えております。 

 MRM 社を経営する SAFALグループは、アフリカのサブサハラ地域（サハラ砂漠以南）を中心に主

に建材用鋼板（冷延鋼板、表面処理鋼板、カラー鋼板等）・鋼管製造事業等を展開している現地有

力企業であり、新日鉄及び伊藤忠丸紅鉄鋼は、同グループが南アフリカで行うリロール事業に対し

て既に２００８年１２月に資本参加しております。アフリカは人口増加を背景に今後の消費拡大が

期待される成長市場であり、ナイジェリアの経済成長率は年率５～７％と今後の発展が期待されま

す。今回の出資により、両社は同グループとの共同事業地域を拡大し、信頼関係の強化、取引関係

の拡大を図り、サブサハラ地域の建材用鋼板需要を捕捉する体制を整えることができると考えてお

ります。 

 

【出資会社概要】 

会社名 Midland Rolling Mills Limited 

所在地 ナイジェリア連邦共和国、Ogun州、Abeokuta 

代表者 M. P. Singh 

設立  2006年 11月 

資本金 15億ナイラ（約 9億円、2010年 11月末時点） 

事業内容 冷延鋼板の製造・販売 

敷地面積 33.8万㎡ 

生産設備能力 酸洗 30万トン/年（新設予定） 

冷延 15 万トン/年（2011年 1月商業運転開始予定） 

更に冷延 20 万トン/年の拡張を計画 

 

【問い合わせ先】 

新日本製鐵株式会社 総務部広報センター TEL 03-6867-2135 

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 総務部広報チーム TEL 03-5204-3345 

以 上 



＜参考：会社概要＞ 

新日本製鐵株式会社 

 本社所在地  東京都千代田区丸の内二丁目 6番 1号 

 代表者    代表取締役社長 宗岡正二 

 設立     1970年 3月 31 日 

 資本金    4,195億円 

 売上高    34,877億円(2010年 3月期) 

 従業員数   15,845名(2010 年 3月 31日現在) 

 

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 

 本社所在地  東京都中央区日本橋一丁目４番１号日本橋一丁目ビルディング 

 代表者    代表取締役社長 牛野健一郎 

 設立     2001年 10月 1日 

 資本金    300 億円 

 売上高    14,007億円(2010年 3月期) 

 従業員数   798 名(2010年 4月 1日現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲MRM社全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲新設冷延ミルの操業状況 

 


